石垣島の化石サンゴ年輪による9～12世紀の海洋環境復元 by 阿部 理 et al.
－ 39 －
石垣島の化石サンゴ年輪による 9～ 12 世紀の海洋環境復元（阿部 理・森本 真紀・浅海 竜司）






























成長速度が低い（0.5 ～ 2.0 cm/年）代わりに、骨格














































































性炭素年代測定を行なった結果はそれぞれ 1220 ± 60






























（Delta V + GasBench II）を用いて行なった。標準
試料の繰り返し分析による再現性（1σ）は炭素・酸
素同位体比でそれぞれ、0.02 および 0.05 ‰であった。
また、一部の年試料に関しては、ストロンチウム／
カルシウム比を琉球大学の ICP質量分析計（XSeries 
































 茶色は 21 年移動平均値、青は折れ線回帰結果である。
図 4． 単一年試料内のばらつき検討結果
  単一粉末試料からランダムに 3検体を取り出し同位体比を測定した場合の標準偏差の頻度分布を示している。
左（赤）が炭素同位体比、右（青）が酸素同位体比のばらつきを示している。上部グラフは年試料作成後、ボ
ルテックスミキサーによる撹拌を 30 秒行なった場合、中・下部グラフは撹拌を 2分以上行なった場合の結果
を示している。
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時系列の特徴としてはまず、西暦 880 ～ 890 年、910
～ 925 年にかけて継続的に低い値を示していた。21
年移動平均値からこの期間に約 40 年の明瞭な周期が




西暦 1030 年と 1040 年の間に有意なギャップがある
ことがわかった。西暦 874 ～ 1030 年までの酸素同位
体比の平均値は -4.3‰、1040 ～ 1160 年までの平均値
は -4.1‰であり、10 年間に 0.2‰増加するイベントで
あったことがわかる。さらに、1030 年までは 40-50
年周期のリズミカルな変動を示していたが、1040 年






















Cook et al.（2012）は、中世温候期（Medieval Climatic 
図 6．図 5の酸素同位体比にSr/Ca 水温結果を重ねたグラフ
 影になっている部分は 1030-1040 の酸素同位体比急上昇期に相当する。
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気候適応史プロジェクト成果報告書 1
Anomaly; MCA）を、西暦 850 ～ 1050 年と定める一
方、Mann et al.（2009）は 950 ～ 1250 年の期間を
MCAとした。本研究で明らかとなった、石垣島海域
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